
＜今回の税制改正＞

■税制改正による国民健康保険税への影響

＜国民健康保険税の課税の場合＞

①医療分

　（所得割、均等割、平等割）

②後期高齢者支援分

　（所得割、均等割、平等割）

③介護分

　（所得割、均等割）
６５歳未満（７０万⇒６０万控除）

６５歳以上（１２０万⇒１１０万控除）

▲１０万円

給　　与 給与所得控除

課　税

＋１０万円

基礎控除

３３万⇒４３万

給　　与 ６５万⇒５５万控除

フリーランス等

▲１０万円

+１０万円

課　税フリーランス等
基礎控除

▲１０万円

公的年金等 公的年金等控除

▲１０万円

公的年金等

資料１



＜国民健康保険税の軽減判定場合＞

7割軽減

5割軽減

2割軽減

基礎控除額（430,000円）＋100,000円×（給与所得者等の数ー１）以下が軽減対象

基礎控除額（430,000円）＋285,000円×被保険者数＋100,000円×（給与所得者等の数ー１）以下が軽減対象

基礎控除額（430,000円）＋520,000円×被保険者数＋100,000円×（給与所得者等の数ー１）以下が軽減対象

１５万控除

(６５歳以上)

軽

減

判

定

の

所

得
公的年金等

▲１０万円

給与 ６５万⇒５５万控除

フリーランス等

６５歳未満（７０万⇒６０万控除）

６５歳以上（１２０万⇒１１０万控除）

▲１０万円

公的年金等に係る所得に係る国民健康保険税の課税の特例

ここで基礎控除分の+10万円（33万⇒43万）

軽減判定とは・・・

・所得の少ない方に対して、ある一定の基準を

基に、保険税の

「医療分（均等割、平等割）」

「後期高齢者支援分（均等割、平等割）」

「介護分（均等割）」の一部が軽減されるもの

（2割、5割、7割軽減）

資料２

これより下の部分が今回の改正


